
　

浜
松
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
は
、
日

本
の
医
療
Ｉ
Ｔ
黎
明
期
で
あ
る
１
９
８
８
年
に

オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
の
を
皮

切
り
に
、
現
在
は
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
中

心
に
70
以
上
の
各
部
門
シ
ス
テ
ム
か
ら
な
る
病

院
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｈ
Ｉ
Ｓ
）
を
約
20
社
に
よ

る
マ
ル
チ
ベ
ン
ダ
で
構
築
。
な
お
、
同
院
は
、
か

ね
て
よ
り
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
や
Ｈ
Ｌ
７
と
い
っ
た
標 

準
規
格
を
積
極
的
に
採
用
し
、
診
療
情
報
の
標

準
化
を
目
指
し
て
き
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
姿
勢
は
現
在
も
変
わ
っ
て
い
な

ば
、
そ
の
価
値
を
生
み
出
す
た
め
の
情
報
基
盤

を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
必
須
と
な
る
の
が
、
診
療
情
報
や
各
種
デ
ー

タ
の
標
準
化
な
の
で
す
」

　

標
準
化
の
取
り
組
み
の
現
状
を
、
木
村
氏
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
語
る
。

「
医
用
画
像
に
お
け
る
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
を
は
じ
め
、

国
際
疾
病
分
類
Ｉ
Ｃ
Ｄ– 

10
や
Ｈ
Ｌ
７
な
ど
、
医

療
情
報
の
標
準
化
の
取
り
組
み
は
、
以
前
に
比

い
。
２
０
１
２
年
に
は
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

「M
egaO

akH
R

（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）」
を
導
入
。
17
年 

に
は
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
行
い
、
そ
れ
に
併
せ

て
、
各
部
門
シ
ス
テ
ム
も
改
良
し
、病
院
運
営
や

業
務
支
援
、医
療
ス
タ
ッ
フ
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
等

に
貢
献
す
る
多
彩
な
機
能
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

Ｓ
Ｓ–
Ｍ
Ｉ
Ｘ
の
提
唱
者
と
し
て
著
名
な
、

浜
松
医
科
大
学 

教
授
／
同
院
医
療
情
報
部 

部

長
の
木
村
通
男
氏
は
、
日
本
に
お
け
る
病
院
情

報
シ
ス
テ
ム
の
現
在
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
話
す
。

「
現
在
、
国
レ
ベ
ル
で
臨
床
用
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
多
く
の
場
合
、
標
準
化
が
な
さ
れ
な
い
ま

ま
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
し
ま
い
、
結
果
、

な
か
な
か
上
手
く
機
能
し
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
そ
の
原
因
は
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
が
、

請
求
業
務
を
効
率
化
す
る
た
め
の
医
事
シ
ス
テ

ム
か
ら
開
発
が
ス
タ
ー
ト
し
、
臨
床
に
関
す
る

デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
多
施
設
か
ら
集
め
て
比
較

し
た
り
、
デ
ー
タ
を
集
積
し
て
統
合
し
た
り
す

る
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
置
か
ず
に
発
展
し
て

き
た
た
め
で
す
。

　

昨
今
、
話
題
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
、
診
療
や

研
究
、
病
院
の
業
務
改
善
、
医
療
関
連
業
界
の

発
展
等
に
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
の
で
あ
れ

べ
て
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
改
善
し
て
き

て
お
り
、
普
及
も
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
開
始
し
た
厚
生
労
働
省
電

子
的
診
療
情
報
交
換
推
進
事
業
で
あ
る
Ｓ
Ｓ–

Ｍ
Ｉ
Ｘ
ス
ト
レ
ー
ジ
は
、
事
業
開
始
当
初
、
稼

働
し
て
い
る
施
設
は
30
件
程
度
で
し
た
が
、

２
０
１
８
年
３
月
末
の
時
点
で
、
Ｈ
Ｌ
７
に
よ
る

デ
ー
タ
出
力
可
能
な
Ｈ
Ｉ
Ｓ
は
１
７
０
６
医
療

機
関
で
稼
働
し
、
そ
の
う
ち
、
８
４
５
施
設
で

標
準
化
ス
ト
レ
ー
ジ
に
処
方
や
検
査
結
果
の

デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｈ
Ｉ
Ｓ
）
の
開
発
の

方
向
性
に
つ
い
て
、
医
学
生
を
抱
え
る
大
学
病

院
や
後
期
研
修
医
・
専
門
医
を
育
成
す
る
教
育

病
院
が
新
た
な
ア
イ
デ
ア
を
提
供
し
続
け
る
必

要
が
あ
る
と
木
村
氏
は
言
う
。

「
現
在
、電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
シ
ス
テ
ム
の
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
化
を
嫌
い
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
電
子
カ

ル
テ
を
使
っ
て
よ
り
安
価
に
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
と
い
う
方
法
は
、
教
育
・
研
究
病
院
に
お

い
て
は
、
採
る
べ
き
策
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

若
い
医
師
や
研
修
医
が
、
自
身
の
業
務
に
つ

い
て
最
も
興
味
・
関
心
が
高
い
の
は
キ
ャ
リ
ア
支

援
で
す
。
臨
床
研
究
や
臨
床
支
援
を
含
め
、
Ｈ

Ｉ
Ｓ
に
は
、
こ
れ
ら
に
応
え
る
基
盤
作
り
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
学
病
院
や
教
育
病

院
の
責
務
で
す
。

　

臨
床
研
究
や
医
師
の
業
務
支
援
を
行
う
た
め

に
は
、
臨
床
デ
ー
タ
を
教
育
と
研
究
に
使
い
や

す
い
形
で
利
用
で
き
、
か
つ
業
務
負
担
に
な
ら

な
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

つ
ま
り
、
医
師
ら
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
入
力
業
務

を
極
力
減
ら
す
こ
と
、
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
デ
ー

タ
の
一
覧
性
を
向
上
さ
せ
て
デ
ー
タ
の
確
認
を
簡

便
化
す
る
こ
と
に
加
え
、
デ
ー
タ
の
利
活
用
を

容
易
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
こ
れ

ら
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
病
院
の
Ｈ
Ｉ
Ｓ
担
当

者
は
ベ
ン
ダ
に
積
極
的
に
提
供
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
課
題
は
、

Ｈ
Ｉ
Ｓ
に
つ
い
て
正
当
な
評
価
を
下
せ
る
医
療

機
関
の
意
思
決
定
者
が
少
な
い
こ
と
、
も
し
く

は
彼
ら
に
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
べ
き
医
療

情
報
の
担
当
者
が
そ
の
医
療
機
関
に
い
な
い
こ

と
が
大
き
な
問
題
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
大
学
病
院
の
Ｈ
Ｉ
Ｓ
構
築
の
新
た
な

方
向
性
を
示
す
意
味
で
、
当
院
の
Ｈ
Ｉ
Ｓ
に
前

述
し
た
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
役
立
つ
機
能
を
ベ
ン
ダ

と
と
も
に
開
発
し
、
実
装
し
て
き
た
の
で
す
」

標準化された診療データ基盤を活用し、
多彩な支援機能を持つシステムを構築。
次世代HISの新たな方向性を具現する

浜松医科大学は1974年に開学。
附属病院は1977年４月にオープンし、
以来、浜松市を中心に静岡県西部の
医療の中枢を担ってきていることで広く知られる。
同院は、2002年にマルチベンダによる
オーダリングシステム導入以来、
標準化を推し進め、先進的な病院情報システムの
構築をし続けてきた。2012年に電子カルテを導入、
2017年にはバージョンアップを果たし、それを機に、
標準化されたシステムのメリットを最大限に活用すべく、
医療安全やキャリア支援、業務の効率化等に貢献する
多彩な機能の開発、稼働を成功させ、
病院内外から高い評価を得ている。
同院の病院情報システムについて、
医療情報部 部長の木村通男氏ら、
キーパーソンの方々に話を聞いた。

1957年兵庫県生まれ。1980年東京大学工学
部計数工学科卒、1982年同大大学院工学系
研究科情報工学専門課程修了。1986 年大阪
大学医学部医学科卒、1990年東京大学大学
院医学系研究科第２臨床医学専門課程修了。
同年同大東京大学工学部計数
工学科助手、同年９月から筑波
大学臨床医学系病歴部助手。
1992年浜松医科大学医学部附
属病院医療情報部助教授、
1996 年より現職。医学博士（東
京大学）。2010 ～ 2013年日本
医療情報学会会長。アメリカ医
療情報学会フェロー。

木村通男（きむら・みちお）氏

浜松医科大学医学部附属病院静岡県

■

浜
松
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院

20
年
以
上
に
渡
っ
て
日
本
の
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
を
推
進

医
療
関
係
者
の
業
務
負
担
を
減
ら
し
つ
つ
機
能
性
の
高
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築

浜
松
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院

医
療
情
報
部 

部
長
／
教
授

木
村
通
男
氏
に
聞
く

大
学
病
院
は
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
を
汲
ん
で

Ｈ
Ｉ
Ｓ
開
発
の
方
向
性
を
示
す
べ
き

次
世
代
の
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム

浜松医科大学医学部附属病院の病院情報システム構成図。約 20
社におよぶマルチベンダによる70 近い部門システムを電子カルテ 
システム「MegaOakHR（NEC）」を中心に構築して、業務の効率
化や医療の質の向上、病院経営に貢献するシステムを構築している

シ ス テ ム 構 成 図

浜松医科大学附属病院の新病棟は、同敷地内に2009年６月に竣工。同年12月に移転を完了し、病床数
613床、地下１階　地上９階、延床面積29,803㎡を誇り、「50年先を見据えた病院づくり－光溢れる明るい
病院」をスローガンに掲げて、患者が癒される居住空間の創出、患者アメニティの充実等に努めている
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案
し
、
当
院
で
頑
張
り
、
勉
強
す
る
こ
と
が
医

療
全
体
の
た
め
に
な
る
と
思
っ
て
も
ら
え
る
大

学
病
院
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

視
座
を
変
え
る
な
ら
ば
、
大
学
病
院
も
シ
ス

テ
ム
開
発
に
関
し
て
言
え
ば
、
ベ
ン
ダ
に
選
別

さ
れ
て
い
る
と
強
く
感
じ
ま
す
ね
。
当
院
は
新

設
の
医
大
で
あ
っ
て
、
全
国
レ
ベ
ル
か
ら
す
る
と

ア
ピ
ー
ル
度
は
決
し
て
高
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
を
は
じ
め
、
医
療
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
各
ベ
ン

ダ
に
興
味
・
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
は
、
常
に
考
え
て
い
ま
す
」

　

同
院
で
は
、
標
準
化
さ
れ
た
診
療
デ
ー
タ
を
活

用
し
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
「M

egaO
akH

R

」

と
各
部
門
シ
ス
テ
ム
を
連
携
さ
せ
、
病
院
関
係
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
新
機
能
を
実
装

し
て
い
る
。
同
院
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ
Ｓ
の
コ
ン
セ
プ

ト
に
つ
い
て
、
木
村
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
Ｈ
Ｉ
Ｓ
構
築
に
お
い
て
、
医
療
者
に
対
す
る
重

要
な
機
能
は
、
な
ん
と
し
て
も
医
師
ら
デ
ー
タ

の
入
力
者
に
二
度
手
間
を
さ
せ
な
い
こ
と
で
す
。

医
師
や
看
護
師
、
技
師
ら
が
Ｈ
Ｉ
Ｓ
を
扱
う
上

で
何
を
最
も
嫌
が
る
か
と
言
え
ば
、
同
じ
入
力

業
務
を
繰
り
返
す
こ
と
で
す
。
ま
た
、
ど
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
ど
の
入
力
業
務
を
行
え
ば
よ
い
か

を
覚
え
て
お
く
こ
と
も
苦
手
で
す
。

　

こ
の
２
つ
こ
そ
Ｉ
Ｔ
で
解
決
で
き
る
こ
と
で
あ

り
、
こ
れ
ら
を
実
現
し
つ
つ
、
業
務
フ
ロ
ー
を
改

善
し
、
医
療
職
の
労
働
負
荷
の
軽
減
、
患
者
の

取
り
違
え
等
の
医
療
ミ
ス
を
防
ぐ
医
療
安
全
の

担
保
、
請
求
業
務
の
改
善
や
病
院
の
現
状
把
握

業
務
サ
ポ
ー
ト
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
、
医
療
安
全
、

災
害
医
療
対
策
等
の
分
野
に
お
い
て
、
非
常
に

有
用
な
機
能
を
開
発
、
実
装
し
て
い
ま
す
」

　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
製
の
電
子
カ
ル
テ
を
選
ん
だ
理
由
に

つ
い
て
、
木
村
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

「
私
が
浜
松
医
科
大
学
に
赴
任
し
た
当
時
か
ら
、

当
院
の
Ｈ
Ｉ
Ｓ
に
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
シ
ス
テ
ム
を
採
用

し
て
い
ま
す
が
、
先
ほ
ど
述
べ
た
病
院
側
の
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
積
極
的
に
対
応

す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
ベ
ン
ダ
が
Ｎ
Ｅ
Ｃ
で
あ

る
と
評
価
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
ア
イ
デ
ア
を
提

――浜松医科大学病院の地域における役割
についてお聞かせください。
金山　私は浜松医大の1期生ですが、当大
学は1974 年に設立されて以降、現在に至
るまでに約 4000 人の医師を輩出してきまし
た。卒業生の県内定着率も高く、県内の基
幹施設、研修施設の多くは当院の関連施設
となっている上、県内唯一の特定機能病院
でもあり、地域でのプレゼンスは極めて高い
と自負しています。
――診療の特徴についてお聞きします。
金山　当院のミッションには、患者第一の
安心・安全な医療、社会・地域医療への貢献、

良質な医療人の育成、高度な医療の追求、
健全な病院運営の確立が挙げられますが、
中でも医療安全が最上位になるのは間違い
ありません。
　ただ、特定機能病院であることから、最
新医療の提供と開発、加えて人材育成も大
きなテーマとしています。2015 年に導入した
手術支援ロボット装置や、循環器疾患にお
けるハイブリッド手術室の導入は、まさにこ
のためです。これらは、低侵襲手術の普及
や地域医療への貢献、そして若い医師の育
成やリクルートの観点からもかなり貢献して
いると考えています。
――医療スタッフのキャリアパスにも熱心に
取り組まれています。
金山　より良い医師を育成することは大学
病院のミッションの１つですが、新専門医制
度が始まりましたので、専門性を高める体制
を充実させるとともに、リサーチマインドを持
つ医師養成に力を入れています。
　メディカルスタッフも各職種で専門性を求
められています。当院は、特定行為に係る看
護師の研修機関に申請し、県内唯一の研
修施設になる予定です。また、看護師だけ
でなく、臨床検査技師や診療放射線技師な
どについても、それぞれの分野で研鑚を積ん
で、ライセンスを取得することを望んでいます。
なお、このようなキャリアパス支援は医師ら
医療スタッフのモチベーション向上にも大き
く貢献すると考えています。
――チーム医療にも積極的でおられますね。
金山　私は医療安全担当の副院長に 5 年
間就いたことがあるのですが、手術中におけ
る連係ミスから重篤な医療事故が起きると

ライン”を開設して紹介患者数を増やす取
り組みを行いました。紹介患者数の増加に
伴い、入院患者さんやその家族からさまざま
な相談事にも対応する必要が増えたことか
ら、地域連携と患者相談に対応する部署と
して 2003 年に設立された医療福祉支援セ
ンターの機能強化を図りました。地域連携
を強化することで患者さんも増え、地域から
の信頼も厚くなったと思います。
――地域連携を実施する上で、医療 ITが果
たす役割をどのようにお考えでしょうか。
小林　約10年前から、各地でさまざまな地域
医療連携ネットワークシステムが構築されてき
ましたが、セキュリティ面などで今一つ納得で
きなかったこともあり、地域医療連携の IT
化にはやや消極的であったかと思います。
　木村先生とも相談した結果、性能面だけ
でなく、費用対効果の面でも、その時点では、
医療 IT による地域連携は難しいと考え、ま
ずはアナログ的な人的ネットワークを構築す
ることに力を入れました。
　一方で、近年、医用画像のデジタル化に
伴うCD や DVD などの媒体によるやりとり
は頻繁に行われるようになってきています。
地域医療連携に関するシステムは高コストな
ものが多いのですが、木村先生が構築した

「紹介時電子データ連携システム NetPDI」
は、コストを抑えながらも、よりセキュアで
使い勝手も良く、業務負担を軽減するシステ
ムとして高く評価しています。
――今後の展望について、お聞かせください。
金山　院内では、2018 年 4 月に光医工学
共同専攻を開設しましたので、光医工学に
関する取り組みを強化していきたいですね。
国の支援による医工連携拠点棟（iMEC 棟）
も今年中に竣工する予定なので、地域の企
業との産学連携活動や人材育成を促進する
環境が一層充実します。
　また、平成 33 年度竣工予定の機能強化
棟は設計の最終段階に入っており、新棟建
設の契機となった放射線治療施設だけでな

いう、チーム医療の重要性を痛感させられた
経験があります。チーム医療が欠けていると、
医療を行う上で最も重要な医療安全を提供
できませんし、それがなければ、そもそも前
述した人材育成や最新医療の開発もままな
りません。さらに、チーム医療を推進するこ
とは業務の効率化にもつながります。
――先進的な病院情報システムを構築されて
いますが、その狙いと効果をお聞きします。
金山　病院情報システムは、チーム医療を
行う上で、診療情報の共有化、人手の省力
化、患者の診療サービスの向上など、さまざ
まな面に貢献します。医療情報部の木村教
授は、本邦における医療情報システムの第
一人者ですが、当院の先進的な病院情報シ
ステムがこれらに大いに貢献していると感謝
しているところです。
――前述されました医療安全に病院情報シス
テムはどのように貢献していますか。
金山　医療安全に関しても、当院は有用性
の高い機能をシステムに実装しています。
　例えば、昨今、医療事故で話題となって
いる放射線科の画像診断レポートの未読問
題に関しても、当院では未読のレポートにつ
いてすぐにリストアップし、診療科長に通知
するシステムを、病理に関するレポートも併
せて構築、実装しています。
　医療情報システムに関する院内の要望へ
のレスポンスは非常に早く、当院では新たな
機能を次々 と開発しており、関係部署には感
謝しています。

費用対効果に優れる画像連携システムを活用

――浜松医科大学病院の地域連携への取り
組みについてお聞かせください。
小林　2000年代初め、当院は病床稼働率
が 70％台という病院経営が厳しい時代を
迎えていました。私は、当院へ患者さんに来
てもらうために地域の医師会との連携を深
めることが不可欠と考え、地域連携室を創
設し、開業医と大学病院のいわゆる“ホット

く、化学療法センターや周産期母子センター
の拡充、ロボット手術に代表される低侵襲
の手術室を整備するなど、大学病院として
重視すべき分野の機能強化を図る予定です。
　また、当院の教育病院である浜松医療セ
ンターとは、教育だけでなく、臨床面での連
携も強化していきたいと考えています。
小林　近年、当院のプレゼンスは大幅に向
上し、稼働率も 90% 以上、平均在院日数
も11日を切るまでに短縮しましたが、今度は
逆に地域の医療機関から紹介される患者さ
んの数が増えすぎて、本来大学病院でなけ
れば治療できない患者さんがすぐに入院でき
ないといった弊害が起こりつつあります。
　これを防ぐには、入院前に患者さんのトリ
アージをある程度行う必要があります。その
ためには、今後、看護師や薬剤師、栄養士
らによる入院前評価と介入を強化させる必
要があり、場合によっては入院前の段階で
適切な医療機関に紹介するといった対応も
検討すべきかと考えています。
 今後は、金山病院長先生がおっしゃった浜
松医療センターなど市内病院との連携をさ
らに強めていくことが必要です。
金山　私が当大学を卒業した1期生の頃か
ら見ると、当院の発展は目覚ましく、感無量
ですが、今後も多くの優秀な人材を集め、
浜松医大で研究・勉強してよかったと思える
大学病院にしたいと考えています。

　

浜
松
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
お
け
る

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
導
入
の
経
緯
に
つ
い
て
、

木
村
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
院
で
は
、
平
成
18
年
度
（
06
年
）
に
始
ま
っ

た
医
学
部
附
属
病
院
再
整
備
事
業
に
よ
っ
て
、
外

来
診
療
部
門
の
耐
震
性
の
付
与
お
よ
び
機
能
が

向
上
、
電
子
カ
ル
テ
導
入
の
た
め
の
電
源
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
み
、
診
療
業

務
を
電
子
化
し
て
も
問
題
な
い
と
判
断
し
て
、
12

年
に
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム「M

egaO
akH

R

（
Ｎ

Ｅ
Ｃ
）」
を
導
入
し
た
の
で
す
。

　

17
年
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た

が
、
前
述
の
と
お
り
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
に
望
む
さ
ま
ざ

ま
な
ア
イ
デ
ア
を
考
え
出
し
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
だ
け
で

な
く
複
数
の
ベ
ン
ダ
と
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を

重
ね
な
が
ら
実
装
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、「M

egaO
akH

R

」
と
各
部
門
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
て
、
請
求
業
務
支
援
、
医
療
職
の

と
い
っ
た
病
院
経
営
の
効
率
化
に
つ
な
げ
る
た

め
の
機
能
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
を
考
え
、
そ
の

い
く
つ
か
を
シ
ス
テ
ム
で
実
現
し
て
い
ま
す
」

　

同
院
で
は
、
主
に
医
療
安
全
、
業
務
改
善
、

請
求
業
務
支
援
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
、
災
害
医
療

対
策
と
い
っ
た
分
野
で
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
に
独
自
の
新
た

な
機
能
を
盛
り
込
み
、
診
療
業
務
の
改
善
に
貢

献
し
て
い
る
。

［
医
療
安
全
］

　

医
療
安
全
の
分
野
で
は
、
肝
炎
対
策
や
感
染

症
対
策
、
昨
今
問
題
と
な
っ
て
い
る
レ
ポ
ー
ト
の

未
読
に
関
す
る
ア
ラ
ー
ト
機
能
を
実
装
し
て
い

る
と
木
村
氏
は
話
す
（
12
ペ
ー
ジ
）。

「
ア
ラ
ー
ト
機
能
は
、
医
療
者
に
“
気
づ
き
”
を

与
え
る
だ
け
で
な
く
、
感
染
症
対
策
な
ど
で
は

届
出
な
ど
の
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
も
必
要
な

の
で
、
そ
の
よ
う
な
書
面
作
成
に
関
し
て
も
電

子
カ
ル
テ
か
ら
デ
ー
タ
を
抽
出
・
転
記
す
る
こ

と
で
、
医
療
者
の
業
務
負
担
を
軽
減
す
る
機
能

を
備
え
て
い
ま
す
。

　

肝
炎
対
策
機
能
で
は
、指
定
し
た
薬
剤
を
オ
ー

ダ
し
た
時
、
あ
る
検
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
検
査
未
実
施
や
検
査
結
果
が

陽
性
だ
っ
た
場
合
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
表
示
し
て
、

医
療
者
に
注
意
喚
起
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
症
対
策
は
医
療
安
全
へ
の
貢
献

だ
け
で
な
く
、
診
療
報
酬
の
請
求
業
務
に
も
役

立
つ
た
め
、
病
院
経
営
に
も
貢
献
で
き
る
機
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

診
療
報
酬
改
定
で
は
、
２
０
１
６
年
以
降
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
実
施
し
よ
う
と
思
え
ば
大
汗

を
か
い
て
な
ら
可
能
な
も
の
の
、
Ｉ
Ｔ
技
術
を

活
用
す
る
こ
と
で
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
業
務
負
担

が
大
き
く
軽
減
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
に
診
療
報

1957 年生まれ。1983 年浜松
医科大学医学部卒。同年静岡
県立総合病院麻酔科研修医、
焼津市立総合病院、富士宮市
立病院等を経て、1991 年浜松
医科大学医学部附属病院第一
外 科 医 員、2000 年 同 講 師、
2008 年から 2012 年まで同院 
副院長（管理・運営担当）を
兼務、2009 年同院医療福祉
支 援センター 特 任 准 教 授、
2010 年より現職

小林利彦氏
1954 年 生まれ。1980 年 浜
松医科大学医学部卒。同年
浜松医科大学産婦人科研修
医、1982 年遠州総合病院を
経て 1988 年 3 月浜松医科
大学大学院医学研究科博士
課程修了、1999 年浜松医
科 大 学 産 婦 人 科 学 教 授。
2016 年国立大学法人浜松
医科大学理事（企画・評価
担当）・副学長、2018 年より
現職

金山尚裕氏

医療安全、チーム医療、人材育成等実践のために
情報システム含め、院内インフラを積極的に整備

2018 年 4 月に浜松医科大学医学部附属病院の病院長に就任した金山尚裕氏と、
医療福祉支援センター特任教授として同院の地域医療連携に尽力している小林利彦氏に、

同院の診療の現況と今後の展望、ならびに病院情報システムへの期待等について話を聞いた。

標
準
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
生
か
し
て

シ
ス
テ
ム
連
携
に
よ
る
多
彩
な
機
能
を
実
装

診
療
支
援
の
た
め
の
各
種
新
機
能

カ
ル
テ
入
力
を
簡
素
化
す
る
ス
タ
ン
プ
機
能
等
、

業
務
を
効
率
化
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
搭
載

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
「M

egaO
akH

R

」

I n t e r v i e w

浜松医科大学医学部附属病院
病院長
金山尚裕（かなやま・なおひろ）氏
医療福祉支援センター センター長 特任教授
小林利彦（こばやし・としひこ）氏
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酬
が
付
与
さ
れ
、
医
療
の
Ｉ
Ｔ
化
を
促
す
よ
う

国
が
勧
め
て
い
る
よ
う
に
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。

［
業
務
改
善
］

　

業
務
改
善
の
分
野
で
は
、
救
急
医
療
の
現
場

で
、
煩
わ
し
い
Ｈ
Ｉ
Ｓ
入
力
業
務
を
簡
便
に
し
、

請
求
業
務
を
も
支
援
す
る
救
急
処
置
連
携
機
能

を
導
入
し
た
こ
と
に
加
え
、
診
療
文
書
管
理
・

診
療
業
務
支
援
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「Y

ahgee

（
富

士
フ
イ
ル
ム
）」
と
統
合
診
療
支
援
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
「CIT

A
 Clinical Finder

（
同
）」
を

導
入
し
、
電
子
カ
ル
テ
と
連
携
さ
せ
た
新
し
い

記
録
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
（
13
ペ
ー
ジ
）。

　

医
事
課
診
療
情
報
係
長
の
金
子
龍
一
郎
氏
は
、

業
務
支
援
や
請
求
業
務
支
援
と
い
っ
た
機
能
を

Ｈ
Ｉ
Ｓ
に
持
た
せ
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
業
務
支
援
に
関
し
て
は
、
臨
床
現
場
の
皆
さ
ん

が
入
力
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
内
容
を
精
査
し
、

電
子
カ
ル
テ
の
持
つ
ス
タ
ン
プ
機
能
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
、
入
力
業
務
を
簡
便
化
す
る
上
で

重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
医
療
知
識
を
修

得
し
ド
ク
タ
ー
の
方
々
と
用
語
の
統
一
な
ど
を
調

整
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、
用
語
の
変
化
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
普
段
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

請
求
業
務
支
援
で
は
、
医
療
現
場
の
皆
さ
ん

に
も
伝
票
入
力
を
行
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る

の
で
す
が
、
診
療
記
録
を
入
力
す
る
だ
け
で
、

わ
ざ
わ
ざ
伝
票
入
力
を
す
る
必
要
が
な
い
よ
う

に
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ

の
効
率
化
が
実
現
し
た
意
義
は
大
き
い
で
す
ね
」

　

看
護
部
で
情
報
シ
ス
テ
ム
を
担
当
す
る
看
護

師
長
の
寺
阪
比
呂
子
氏
は
、
救
急
処
置
連
携
機

能
や
記
録
シ
ス
テ
ム
の
業
務
支
援
へ
の
有
用
性

に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
シ
ス
テ
ム
に
入
力
し
な
け
れ
ば
先
に
進
め
な
い

必
須
の
入
力
項
目
設
定
が
で
き
る
の
で
、
記
録

の
漏
れ
が
な
く
な
り
、
救
急
医
療
の
現
場
で
院

内
ト
リ
ア
ー
ジ
実
施
料
に
関
す
る
加
算
が
取
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

救
急
医
療
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
診
療
デ
ー
タ

を
収
集
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

結
果
、
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、

診
療
録
が
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
記
録
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
っ
て
、
次

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
①
重
複
記
録
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て

記
録
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
、
②
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
の
活
用
で
業
務
を
可
視
化
す
る
こ
と
に
よ
り

記
録
漏
れ
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、
業
務
内
容
・

記
録
内
容
の
見
直
し
や
改
善
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
、
③
記
録
の
進
捗
状
況
を
一

元
的
か
つ
速
や
か
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
、

④
各
種
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
実
現
に

よ
っ
て
統
計
分
析
が
容
易
に
な
る
、
な
ど
で
す
。

「診療記録に関する入力業務を済
ませるだけで、会計入力も同時に
完了できるシステム構築が重要」
と話す医事課 診療情報係長金子
龍一郎氏

「HIS への入力業務が簡便化した
ことで、診療録の内容が充実して
きている」と話す看護部 看護師
長の寺阪比呂子氏

医 療 安 全

請 求 業 務 支 援

業 務 改 善

昨今、医療事故等で問題視され
ている未読レポートについて、RIS
の機能を活用、レポートが未読で
ある状況の患者リストを一覧表示。
オーダした医師の注意喚起を実施

感染防止対策加算 1 の実施項目である「特定抗菌薬（広域スペクトラムを有する抗菌薬、抗 MRSA 薬等）について」の文書作成を支援する機能。
指定した薬剤をオーダした時、該当する文書の設定がある場合に文書システムを起動する機能を活用。ワンクリックで文書ファイルが展開され、電子カ
ルテシステムが持つ患者情報等はすでに文書に転記されており、医師は同薬剤をオーダする理由をプルダウンで選択するだけで文書作成を実行できる

指定した薬剤のオーダ時に、必要な検査
が実施されているかを自動でチェックをし、
検査未実施の場合はメッセージを表示す
る。B 型肝炎対策ガイドラインで求められ
ているHBs 抗原に関する検査や HBc 抗
体および HBs 抗体の測定検査、それら
の検査で陽性の患者に対する HBV 
DNA 定量検査に対する注意喚起をメッ
セージとして表示する

救急医療の際、スタンプ機能を活用して、チェックボックスのチェックおよび数値の記入等のみで汎用（処置）
オーダ、つまり会計メッセージを自動で出力。診察記事の自動作成と、DPC の範囲外である診療報酬算定
にも利用されている。これらのデータは Excel による集計も容易で、各種統計処理も可能となっている

診療業務支援ソリューション「Yahgee（富士フイルム）」と統合
診療支援プラットフォーム「CITA Clinical Finder（同）」を組み
合わせたワークフロー画面。各文書の、未作成、作成中、完了
というステータスが色の濃さで一覧でき、進捗管理の助けになって
いる。文書作成支援による記録時間の短縮や業務の可視化によ
る記入漏れ、診療報酬の算定漏れの防止などに貢献している

金山尚裕病院長のオファーで
構築。受付後、90 分以上
受診記録のない患者につい
て、外来患者リスト一覧画面
上で黄色く表示する（赤は
受診を終了した患者）。大学
病院を受診する患者は検査
後に外来受診するケースも多
いが、患者対応の目安になる
として評価されている

システムに直接接続していない外来部門の超音波診断装置の画像に
ついて、診察券をカードリーダーに通して紐付けすることで画像データ
をシステムに送信・保存。これまで保存が困難だった外来部門の超音
波画像を良質に保存するとともに、診療報酬算定漏れを防止する

患者の基本情報や症状等に加え、
妊娠の有無に関する項目を加えて
バーコードによる診療データへの
紐付けと、医事会計システムにデー
タを送ることで平成 30 年度に新設
された妊婦加算の算定を容易にし
ている。同票によるバーコードを活
用した患者データとの紐付けに関
しては、木村氏が特許を取得して
いるという（特許番号：特開 2007-
280205 号）

【未読既読レポート】

【肝炎対策アラート機能】

【感染症対策（体制加算支援）】【エコー連携】

【問診票】

【救急処置連携】

【大待たせ患者一覧】

【CITAクリニカルフロー】
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同
シ
ス
テ
ム
は
、
入
退
院
支
援
や
褥
瘡
管
理
、

認
知
症
患
者
の
ケ
ア
な
ど
に
も
活
用
さ
れ
て
お

り
、
褥
瘡
の
ケ
ア
で
は
、
全
て
の
患
者
の
カ
ル
テ

デ
ー
タ
を
都
度
チ
ェ
ッ
ク
し
な
く
て
も
一
覧
表
示

さ
れ
る
の
で
監
査
業
務
が
容
易
に
な
り
、
大
い

に
役
立
っ
て
い
ま
す
」

　

金
子
氏
は
、
医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
と
の
連
動

で
、
診
療
報
酬
算
定
漏
れ
が
減
少
し
た
と
話
す
。

「
従
来
の
シ
ス
テ
ム
と
比
べ
、
扱
い
た
い
項
目
に

つ
い
て
病
院
側
が
あ
る
程
度
自
由
に
設
定
で
き

る
点
も
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、入
院
診
療
計
画
書
や
退
院
時
サ
マ
リ
ー

が
作
成
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
も
一
覧
表
で
容
易

に
確
認
で
き
る
の
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
医
療
ス

タ
ッ
フ
に
文
書
作
成
を
促
す
こ
と
が
で
き
、
文

書
作
成
漏
れ
も
減
少
し
て
い
ま
す
」

［
キ
ャ
リ
ア
支
援
］

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
の
分
野
で
は
、
症
例
実
績
を

証
明
す
る
た
め
に
必
要
な
、
Ｎ
Ｃ
Ｄ
（N

ational 
Clinical D

atabase

）登
録
を
支
援
す
る
機
能
や
、

糖
尿
病
に
関
す
る
各
種
臨
床
研
究
ケ
ー
ス
カ
ー

ド
の
登
録
支
援
を
行
う
ス
タ
ン
プ
機
能
、
こ
れ

も
専
門
医
認
定
に
必
要
な
内
視
鏡
手
術

（daV
inci

含
む
）
全
動
画
を
麻
酔
記
録
か
ら
自

動
で
編
集
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
で
保
存
・
参
照
で
き
る

手
術
動
画
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
構
築
さ
れ
て
い
る

（
14
ペ
ー
ジ
）。

「
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
大
学
病
院
の
Ｈ
Ｉ
Ｓ
で

は
、
医
学
生
や
若
手
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
を

行
う
機
能
を
充
実
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
機
能
は
、
電
子
カ
ル
テ
が

有
す
る
診
療
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、
で
き
る
限

り
彼
ら
の
シ
ス
テ
ム
入
力
の
手
間
を
減
ら
す
た

め
、
自
動
化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
運
用
を
心
掛
け

て
構
築
し
ま
し
た
。

　

内
視
鏡
手
術
動
画
の
保
存
は
、
キ
ャ
リ
ア
支

援
だ
け
で
な
く
、
医
療
安
全
や
訴
訟
対
策
な
ど

に
も
有
用
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
見
た
開
胸
・

開
腹
手
術
を
行
う
医
師
た
ち
か
ら
も
、
ヘ
ッ
ド

マ
ウ
ン
ト
型
の
カ
メ
ラ
で
も
で
き
な
い
か
と
相
談

さ
れ
、
こ
の
要
望
に
つ
い
て
も
同
じ
シ
ス
テ
ム
で

対
応
で
き
て
い
ま
す
」（
木
村
氏
）

［
請
求
業
務
改
善
］

　

同
院
で
は
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
医

療
者
へ
の
業
務
支
援
を
行
い
つ
つ
、
医
療
者
が

入
力
し
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

医
療
報
酬
算
定
業
務
の
改
善
を
図
る
機
能
を
盛

り
込
ん
で
い
る
。

　

感
染
症
対
策
機
能
や
救
急
処
置
連
携
機
能
の

ほ
か
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
と
直
接
連
携
を
果
た
し
て
い
な 

い
外
来
に
お
け
る
エ
コ
ー
画
像
連
携
機
能
を
構

築
し
て
、
そ
の
診
療
報
酬
算
定
に
つ
な
げ
て
い

　

同
院
で
は
、
こ
の
ほ
か
災
害
対
策
の
た
め
に
直

近
の
Ｓ
Ｓ–

Ｍ
Ｉ
Ｘ
ス
ト
レ
ー
ジ
デ
ー
タ
を
25
台

の
Ｐ
Ｃ
に
保
存
し
、
シ
ス
テ
ム
ダ
ウ
ン
時
だ
け
で

な
く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
障
害
時
で
も
診
療
を
継
続

で
き
る
「
Ｔ
Ｂ
５
シ
ス
テ
ム
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）」
を
構

築
し
て
お
り
、
現
在
も
い
く
つ
か
の
新
機
能
・
シ

ス
テ
ム
の
開
発
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

「
当
院
で
開
発
し
た
機
能
の
全
て
は
、
標
準
化
さ

れ
た
診
療
デ
ー
タ
を
持
つ
施
設
で
あ
れ
ば
、
い

ず
れ
も
複
雑
な
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
化
を
す
る
こ
と

な
く
導
入
が
可
能
な
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

Ｔ
Ｂ
５
な
ど
は
、
医
療
機
関
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ

Ｐ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
。
当
院
の
シ
ス
テ
ム
に
興
味
・
関
心
の

あ
る
方
は
、
是
非
見
学
に
来
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

今
後
の
Ｈ
Ｉ
Ｓ
と
そ
の
標
準
化
の
方
向
性
に

つ
い
て
、
木
村
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
る
。

「
医
用
画
像
や
検
査
結
果
、
処
方
情
報
の
標
準
化

は
実
現
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
コ
ー
ド

る
（
12
〜
13
ペ
ー
ジ
）。

「
妊
娠
の
有
無
は
女
性
に
と
っ
て
非
常
に
デ
リ

ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ
り
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
直

接
女
性
患
者
に
尋
ね
る
行
為
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
難
題
で
す
。
当
院
で
は
、
こ
の
妊
娠
の
有
無

に
つ
い
て
問
診
票
作
成
時
に
受
診
者
に
記
入
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
こ
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
と

同
時
に
、
問
診
票
を
会
計
箋
と
し
て
医
事
課
が

算
定
す
る
こ
と
で
妊
婦
加
算
の
算
定
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
問
診
票
は
、
そ
の
後
Ｏ
Ｃ
Ｒ
部
分
は
デ
ー

タ
と
し
て
取
り
込
ま
れ
る
の
で
、
身
長
、
体
重
、

喫
煙
、
飲
酒
な
ど
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
各
診

療
科
の
医
師
た
ち
が
多
く
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、

特
定
健
診
に
つ
な
が
る
項
目
の
設
定
な
ど
を
検

討
中
で
す
。
問
診
票
の
デ
ー
タ
は
、
無
論
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
上
に
保
存
さ
れ
る
の
で
、
臨
床
研
究

に
も
活
用
す
る
こ
と
が
十
分
可
能
な
体
制
と

な
っ
て
い
ま
す
」（
木
村
氏
）

や
Ｎ
Ｃ
Ｄ
の
臨
床
項
目
な
ど
も
こ
れ
に
準
ず
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
診
療
デ
ー
タ

で
大
き
な
比
重
を
占
め
る
所
見
項
目
に
つ
い
は
、

ま
だ
フ
リ
ー
テ
キ
ス
ト
の
状
態
で
す
。
こ
れ
を
分

析
す
る
た
め
の
１
つ
の
手
法
と
し
て
は
自
然
言

語
処
理
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
私
と
し
て
は
九

州
大
学
の
中
島
先
生
が
提
唱
す
る
各
分
野
ミ
ニ

マ
ム
セ
ッ
ト
な
ど
、
各
診
療
科
の
で
き
る
だ
け
ミ

ニ
マ
ム
な
、
分
析
可
能
な
形
式
で
共
通
デ
ー
タ

と
し
て
取
り
込
め
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

所
見
項
目
に
関
す
る
標
準
化
を
実
現
で
き
れ

ば
、
医
療
に
役
立
つ
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
の

医
療
政
策
に
も
貢
献
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

構
築
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

安
価
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
シ
ス
テ
ム
が
不
要
と

は
言
い
ま
せ
ん
が
、
大
学
病
院
を
は
じ
め
と
す

る
Ｈ
Ｉ
Ｓ
の
ハ
イ
エ
ン
ド
・
ユ
ー
ザ
ー
と
医
療
Ｉ

Ｔ
ベ
ン
ダ
が
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
、
よ
り
診

療
業
務
支
援
や
医
療
者
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
、
病

院
経
営
に
貢
献
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
続
け

る
こ
と
が
、
今
後
も
必
要
で
あ
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

浜松医科大学医学部附属病院

所　在　地：静岡県浜松市東区半田山1-20-1
病　床　数：613 床
外来患者数：1,290.4 人
入院患者数：  541.8 人
※平成 29 年度 1日平均

1977 年にオープンした浜松医科大学医学部
附属病院は、静岡県西部医療圏の中核病院と
して地域医療を支えるほか、人口 10 万人当
たりの医師数が都道府県別で 40 番目と医師
数が少ない静岡県唯一の大学病院として医学
生教育の拠点としての機能を果たしてきた。
同院では、「50 年先を見据えた病院づくり」
をコンセプトに掲げ、災害に強い病院、高度
先進医療の提供などを目指して平成 18 年度
から病院再整備事業を開始。2009 年に新病
棟が竣工、2013 年には耐震工事および機能
向上を目指した外来棟の改修工事が完了した。

自然災害だけでなく、システムやネットワークのトラブルで HIS がダウン、
使用不能になった際の備えとして開発。ノートPC＋2TB HDD 端
末 25 台に SS-MIX ストレージを組み込み、電子カルテ記述や直近 3 
ヵ月以内の検査結果と処方情報、画像情報を保存。災害時には盗
難防止のチェーンを付け、外来・病棟・トリアージ場所などに設置し、
ネットワークすらダウンした災害時でも対応が可能となっている

災 害 対 策

キ ャリ ア 支 援 IHE の標準的診療情報連携機能。情報提供施設が提供する情報を外部サー
バに送信し、データIDとパスワードが記載された「トークン票」を印刷。トー
クン票を患者に紹介状などと共に受領施設に持参してもらい、受領施設はデー
タIDを使って外部サーバからデータを受領、パスワードで復元する。画像デー
タは PACS から、検査結果や処方に関する情報は SS-MIX ストレージから取
得する。特に画像情報の受け渡しについて、CD 運用の半分以下の時間で
済み、セキュリティ面や診療放射線技師の労働負荷軽減に貢献している。こ
れにより、紹介時電子データ加算を算定しており、連携支援病院である十全
記念病院には月に 20 ～ 30 件紹介しているが、年数十万円が算定されるので、
導入費用は償却される。今後は、IHE 以外の netPDIグループ、XDSとのロー
ミングを予定している

神戸市に拠点を置く医療イノベーション推進センター（TRI）からのオファーで、糖尿病に関
する各種スタディのデータ収集にスタンプ機能を活用。各種検査結果を自動で収集し、所見
はチェックボックスやプルダウンによって入力を効率化。データを集計して Excel による出力を
可能とし、記載内容は電子カルテの記事として記録されることによりモニタリングを電子カルテ
の証拠性で担保。モニタリングを大幅に省力化するなど、キャリア支援に貢献している

専門医申請のための症例実績を証明するた
めの NCD 登録に際し、医師の業務負担を
減らすため、スタンプから「NCD 術式引用」
などマスタから該当の術式を選択できる仕組
みを作成。電子カルテ上の各種データ（患者基本情報、手術時間、出血量、病名の ICDコード等）をスタンプ機能によっ
て引用、自動入力し、アップロードすると共に、当院で症例登録内容をデータベース化する機能を開発、実装している

手術室の内視鏡カートに電源投入時
点から自動的にサーバ録画を開始。
SS-MIX から麻酔台帳の手術情報
を取得、日時と部屋番号、手術開始・
終了時刻で完全自動で切り出して動
画ファイルを登録・保存。CITA 画
面にアイコン表示され、クリックすると
動画を再生・閲覧できる

標
準
化
を
一
層
進
め
、
医
療
お
よ
び
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
シ
ス
テ
ム
開
発
を
目
指
せ

次
世
代
の
Ｈ
Ｉ
Ｓ

【紹介時電子データ連携システムnetPDI】

【臨床研究用電子カルテスタンプ】

【NCD】

【手術動画保存AutoCLIP】

【TB5】

地 域 連 携（電子データ加算）
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